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鈴
鹿
市
議
会
は
今
年

度
（
二
〇
一
八
年
）
か

ら
通
年
議
会
と
し
、
五

月
一
五
日
開
会
さ
れ
、

定
例
会
の
会
期
を
平
成

三
〇
年
五
月
一
五
日
か

ら
平
成
三
一
年
四
月

三
〇
日
ま
で
の
三
五
一

日
間
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　今
年
度
の
議
会
三
役

　
五
月
一
五
日
、
一
六
日

の
本
会
議
で
は
、
正
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
水
谷
　

進
氏
が
議
長
に
、
副
議
長

に
は
薮
田
啓
介
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
明
石

孝
利
議
員
が
鈴
鹿
市
の

監
査
に
決
ま
り
ま
し

た
。

今
年
度
の
日
本
共

産
党
市
議
団
の
活

動
委
員
会
は
次
の

通
り
で
す
。

　
　
石
田
秀
三
議
員
は
総

務
委
員
会
と
会
派
長
と
し

て
議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
橋
詰
圭
一
議
員
は
文

教
・
環
境
委
員
会
（
副
委

員
長
を
努
め
ま
す
）
と
鈴

鹿
亀
山
広
域
連
合
議
会
議

員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

 

私
森
川
は
、
引
き
続
き
地

域
・
福
祉
委
員
会
と
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
で

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
委
員
会
の
担
当
す

る
三
部
と
そ
の
所
管
事
務

内
容
は
次
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今年から通年議会に
なります。

後援会バス旅行で出かけた薬師寺にて、住職さんの愉快
な法話につられて協賛に写経を購入しました。平山郁夫
さんの壁画など素晴らしかった。



地
域
福
祉
委
員
会
の
活

動
内
容

　
地
域
福
祉
委
員
会
は
次

に
述
べ
る
よ
う
に
市
民
の

日
々
の
生
活
に
直
接
か
か

わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
そ
の
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
大
ま
か
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

地
域
振
興
部

＊
地
域
協
同
課
・
・
主
に

自
治
会
や
市
民
参
加
推
進

事
業
を
受
け
持
つ
。
＊
人

権
政
策
課
・
・
隣
保
館
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
平
和
行

政
に
関
す
る
こ
と
、
な
ど
。

＊
男
女
共
同
参
画
課
・
・

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
）
の
管
理
、

女
性
の
問
題
に
関
す
る
相

談
な
ど
。
＊
市
民
対
話

課
・
・
市
民
相
談
業
務
、

庁
内
案
内
、
外
国
人
の
た

め
の
相
談
業
務
、
な
ど
。

＊
戸
籍
住
民
課
・
・
住
民

票
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、

埋
葬
許
可
証
の
交
付
な

ど
。

子
ど
も
政
策
部

＊
子
ど
も
政
策
課
・
・
児

童
手
当
、
学
童
保
育
所
を

含
め
て
子
育
て
支
援
に
関

す
る
こ
と
な
ど
。
＊
子
ど

も
育
成
課
・
・
公
立
・
私

立
保
育
所
及
び
幼
稚
園
に

関
す
る
こ
と
、
＊
子
ど
も

家
庭
支
援
課
・
・
子
ど
も

の
相
談
・
支
援
、
児
童
虐

待
及
びDV

や
家
庭
支
援
、

発
達
検
査
に
関
す
る
こ

と
、
な
ど
。

健
康
福
祉
部

＊
健
康
福
祉
政
策
課
・
・

社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会

福
祉
団
体
に
関
す
る
こ
と

な
ど
。

＊
保
護
課
・
・
生
活
保
護

に
関
す
る
こ
と
。
＊
長
寿

社
会
課
・
・
介
護
保
険
料

老
人
ク
ラ
ブ
、
老
人
福
祉

施
設
に
関
す
る
こ
と
な

ど
。
＊
障
が
い
福
祉
課
・・

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
こ

と
。
＊
保
険
年
金
課
・
・

健
康
保
険
料
、
年
金
制
度

に
関
す
る
相
談
事
務
な
ど

を
受
け
持
つ
。
＊
福
祉
医

療
課
・
・
・
福
祉
医
療
費

助
成
事
務
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
こ
と
。
＊

健
康
づ
く
り
課
・
・
各
種

が
ん
検
診
、
応
急
診
療
所

運
営
、
予
防
接
種
事
業
、

母
子
保
健
事
業
（
妊
婦
健

診
、
乳
幼
児
健
診
、
栄
養

指
導
な
ど
）
救
急
医
療
に

関
す
る
事
な
ど



働
き
方
改
革
と
い
う
け

れ
ど
こ
れ
は
ひ
ど
い
！

絶
対
許
せ
な
い
！

　
高
プ
ロ
制
度
は
過
労

死
認
定
が
難
し
い
！
と

い
う
言
葉
が
気
に
な
っ

て
そ
の
理
由
を
調
べ
て

み
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案

　
労
働
基
準
法
で
は
「
原

則
こ
れ
以
上
は
働
か
せ

て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
し

て
一
日
八
時
間
、
週
四
〇

時
間
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ

を
超
え
て
働
か
せ
た
場

合
や
、
休
日
労
働
さ
せ
た

場
合
は
割
増
賃
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
高
プ

ロ
）
が
適
用
さ
れ
る
と
労

働
基
準
法
で
決
め
ら
れ

て
い
る
労
働
時
間
な
ど

の
規
制
を
「
適
用
除
外
」

に
す
る
も
の
で
す
。
一
日

の
勤
務
時
間
の
基
準
が

な
く
、
い
く
ら
働
い
て

も
、
残
業
代
は
払
わ
れ
な

く
な
る
仕
組
み
で
す
。

　
高
プ
ロ
制
度
は
「
健
康

確
保
措
置
」
と
し
て
義
務

化
す
る
年
一
〇
四
日
（
週

平
均
二
日
）
の
休
日
以
外

ど
の
よ
う
な
働
き
方
を

さ
せ
て
も
い
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
も
企
業

は
高
プ
ロ
導
入
後
の
半

年
後
に
一
回
だ
け
労
働

基
準
監
督
署
に
報
告
す

れ
ば
、
そ
れ
以
後
は
報
告

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
違

反
の
認
定
も
難
し
く
な

り
ま
す
。

過
労
死
の
認
定
も
で
き

な
く
な
る
。
　

　
労
働
時
間
を
記
録
し

な
い
こ
と
、
残
業
の
規
制

も
な
い
の
で
過
労
死
す

る
ほ
ど
働
い
て
も
過
労

死
を
認
定
す
る
基
準
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

国
民
の
命
を
軽
ん
じ

る
強
行
採
決

　
衆
議
院
厚
生
労
働
委

員
会
で
全
国
過
労
死
を

考
え
る
家
族
の
会
の
み

な
さ
ん
が
遺
影
を
手
に

し
て
傍
聴
す
る
中
で
強

行
採
決
し
ま
し
た
。

　
労
働
基
準
法
の
適
用

を
外
れ
る
と
い
う
こ
と

は
法
の
保
護
を
失
う
こ

と
で
「
働
く
人
の
命
と
健

康
が
左
右
さ
れ
る
法
案
」

を
強
行
採
決
す
る
自
民
・

公
明
政
権
に
怒
り
で
す
。
日本共産党は、侵略戦争に反対をつらぬいた唯一の政党。そして天皇絶対の世の中で、堂々と国民主権をかかげた。こうした主張のために「治安維持法」で大弾圧をうけることになった。



ご
存
知
で
す
か
差
額
ベ
ッ

ト
料
払
わ
な
く
て
い
い
場

合
が
あ
る
こ
と
。

　
厚
生
労
働
省
は

二
〇
一
八
年
三
月
五
日
差

額
ベ
ッ
ト
料
の
新
通
知
を

だ
し
ま
し
た
。「
患
者
に
差

額
ベ
ッ
ト
料
（
正
式
に
は

特
別
療
養
環
境
室
・
・
難
し

い
呼
び
方
で
す
ね
え
。）
を
求
め

て
は
な
ら
な
い
場
合
」
と

し
て
三
点
あ
げ
て
い
ま
す
。
　
　

　

だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
な

の
で
知
っ
て
お
き
た
い
こ

と
や
納
得
の
い
か
な
い
場

合
の
対
応
な
ど
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
の
記
事
を
紹
介
し
ま

す
。

ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
連
絡

　
五
月
臨
時
議
会
が
終
わ

る
こ
ろ
、
教
育
委
員
会
よ
り

電
話
を
い
た
だ
い
て
一
二

月
議
会
で
の
約
束
通
り
五

月
に
入
学
準
備
金
の
支
給

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
旨
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
や
っ

と
就
学
援
助
入
学
準
備
金

が
小
学
校
新
一
年
生
に
つ

い
て
も
早
期
支
給
が
実
現

し
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年

度
か
ら
は
小
・
中
と
も
に

入
学
前
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
学
前
の
重
な
る
出
費
が

少
し
で
も
軽
減
さ
れ
、
入

学
準
備
に
役
立
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　　　　　2018 年　森川ヤスエ　5 月のあゆみ
1 葬儀参列、訪問活動 17 会議、ニュース配布活動、他
2 議会報告会準備委員会 18 会議、ニュース配布活動
3 白子駅宣伝活動・ピースウォーク。 19 スタンディング、マンドリンコン

サート鑑賞、ニュース配布活動
4 ニュース原稿作成、他 20 後援会バス旅行
5 映画鑑賞（世界侵略のススメ）、他 21 宣伝活動、ニュース配布活動
6 ニュース印刷作業、会議 22 署名活動他
7 つどい参加 23 休み
8 会議 24 地域・福祉委員会勉強会、ニュース

配布活動
9 ６・９行動他 25 調査活動、会議
10 会議、ニュース配布活動 26 訪問署名活動
11 議員懇談会、ニュース配布活動 27 青年学級総会参加、会議
12 会議、ニュース配布活動 28 訪問活動、他
13 会議、資料整理 29 ニュース原稿作成
14 議員懇談会、ニュース配布活動、生活相談活動 30 ニュース印刷作業、他
15 臨時議会 31 会議、他
16 臨時議会、会議

　差額ベット料を
　求めてはいけない場合

①同意書による同意の確認を行っ　　
ていない
②「治療上の必要」により差額ベッ　
ト料のかかる部屋に入院
③病棟管理の必要性などから差額
ベット料のかかる部屋に入院。実
質的に患者の選択によらない（＊

大部屋が満床の場合も）


